
まえがき＝京都議定書の発効に伴い，企業における省エ
ネ活動は近年ますます盛んになっており，これは決して
逆戻りすることのない趨勢である。当社は，圧縮機とい

ハぶ冴年以上前にまで遡り，約
400 年前には蒸気エネルギーで羽根車を回転させる砕石
用試作機も製作されたが，120年前に10馬力の発電用軸
流タービンが製作されたのが最初の実用機と言える

1）。
　現在タービンは，一般的に軸流型タービンとラジアル
型タービンに憎
タービンが採用されている。
　一方，ガスの膨張比（単段あたり）は，ラジアルター







を，蒸気条件によっては，90％以上カットすることもで
きる。加えて，あくまで圧縮機の補助動力源としての使
用方法ゆえに，純粋な発電タービンと異なり，電気事業
法の適用外となり，機器の設置申請やメンテナンスの簡
素化にも大きく貢献している。これらの特長により，


